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本
書
タ
チ
ャ

l
ノ
フ
著
『
タ
ン
グ
l
ト
園
史
略
説
』
は
、
ま
さ
に
、
西
夏
歴

史
の
研
究
に
、
新
し
い
段
階
を
も
た
ら
し
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
レ
一

ン
グ
ラ
l
ド
に
あ
る
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
の
西
夏
研
究
班
の
責
任
者
で
あ
る

著
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
西
夏
に
闘
す
る
多
く
の
論
文
を
m
製
表
し
て
お
り
、
西
夏

史
研
究
の
最
先
端
を
い
く
事
者
で
あ
る
。
そ
の
人
が
い
ま
ま
で
の
研
究
の
集
大

成
と
し
て
i

刊
行
し
た
の
が
本
書
で
あ
り
、
こ
れ
が
以
後
の
西
夏
史
研
究
の
一
つ

の
出
設
貼
に
な
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。

西
夏
史
の
研
究
は
、
中
園
資
料
の
み
に
頼
る
限
り
一
定
の
限
界
が
あ
っ
た
。

日
本
の
研
究
者
も
、
西
夏
史
の
解
明
に
数
多
く
の
寄
奥
を
し
て
来
た
の
は
事
賞

で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
限
界
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
書

で
著
者
ク
チ
ャ

I
ノ
フ
が
利
用
す
る
資
料
は
、
や
は
り
中
園
資
料
が
主
慢
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
西
百
足
語
で
記
録
さ
れ
た
文
献
に
よ
っ
て
、
そ
の
歓
を
補
っ

て
、
全
種
を
上
手
に
ま
と
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
夏
史
料
と
し
て
ま

と
ま
っ
た
西
夏
文
献
が
い
ま
だ
護
見
さ
れ
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
も
ち
ろ
ん

部
分
的
な
補
足
の
域
を
大
き
く
出
る
こ
と
が
な
い
の
は
い
た
し
方
が
な
い
。

筆
者
は
、
西
夏
史
を
専
門
と
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
に
、
以
下
の
紹
介
・

批
判
は
、
か
な
り
か
た
ょ
っ
た
形
に
な
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
本
書
を

一
環

し
て
得
た
結
果
の
一
部
を
、
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
序
文
と
結
論
を
除
い
て
、
本
文
は

九
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。

一

一
章
西
夏
闘
興
起
前
の
タ
ン
グ
l
ト
諸
族

二
章
濁
立
園
タ
ン
グ
l
ト
園
の
興
起

三
章
西
夏
園

四
章
元
美
統
治
時
代
の
タ
ン
ダ
!
ト
園
の
政
治

五
章
十
一
世
紀
中
頃
の
中
央
政
権
の
衰
類
と
西
夏
の
諸
戦
争

六
章
新
高
揚
途
上
の
タ
ン
グ
l
ト
園

七
章
十
二
世
紀
後
半
の
タ
ン
グ
I
ト
園

八
章
商
夏
の
文
化

九
章
西
夏
の
滅
亡

〈
著
者
は
タ
ン
グ
l
ト
と
西
夏
を
巌
密
に
使
い
わ
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

吋
曾
弓
可

4
2
8『O
「
o
n
}
白
昌
2
回O
は
「
タ
ン
グ
l
ト
閣
」
に
、
「
O
円旬、何回目
U

門叶回。

の
E

の
回
目
は
「
函
夏
園
」
と
脅
し
た
J

こ
の
目
次
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
四
章
は
初
代
皇
帝
景
宗
元
美
の
時
代
、
五
章

は
二
代
毅
宗
諒
一
軒
、
三
代
恵
宗
乗
常
の
時
代
、
六
章
・
七
章
は
、
四
代
崇
宗
乾

順
、
五
代
仁
宗
仁
孝
、
六
代
桓
宗
純
佑
の
時
代
、
八
章
は
仁
宗
め
時
代
に
最
盛

期
に
達
し
た
西
夏
文
化
の
概
観
、
九
章
は
七
代
裏
宗
安
全
以
後
滅
亡
ま
で
の
時

期
を
そ
れ
ぞ
れ
扱
っ
て
い
る
。

ま
ず
序
文
に
お
い
て
、
西
夏
史
研
究
の
基
本
資
料
を
紹
介
す
る
。
『
宋
史
』
、

『遼
史
』
、
『
金
史
』
、
『
元
史
』
、

『
夢
渓
筆
談
』

な
ど
の
原
資
料
と
、
『
西
夏
書

事
』、
『
西
夏
紀
事
本
末
』
、
『
西
夏
記
』
な
ど
の
後
代
の
資
料
を
解
説
し
、
以
下

各
章
に
お
い
て
、
『
西
夏
書
事
』
と
と
も
に
、
そ
の
記
載
を
十
分
信
頼
し
て
利

...，-120--，-
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。用
し
て
い
る
『
西
夏
記
』
に
は
、
西
夏
圏
に
閲
す
る
中
国
の
知
識
の
翼
の
百
科

静
香
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
序
文
で
と
く
に
解
説
さ
れ
て
い
な
い
が
、

著
者
が
引
用
し
、
日
本
の
研
究
者
が
使
っ
て
い
な
い
中
園
資
料
に
、
周
春
の

『
西
夏
書
』
が
あ
る
。
戴
錫
章
の
『
西
夏
記
』
に
つ
け
ら
れ
た
胡
玉
繕
の
序

に
、
「
周
春
西
夏
書
、
雄
分
十
省
、
撚
拾
殊
疏
」
と
あ
る
が
、
ク
チ
ャ

l
ノ
フ

は
、
本
書
で
、
七

O
頁
、
八
三
頁
、
二

O
三
頁
と
数
回
言
及
す
る
。
容
末
の
中

国
語
、
日
本
語
に
よ
る
文
献
目
録
を
み
る
と
、
「
嘉
慶
甲
子
、

序
の
日
付
は
一

七
九
六
、
北
京
大
事
聞
書
館
潟
本
」
と
あ
る
。
嘉
慶
甲
子
は
、
賞
は
一
八

O
四

年
で
あ
る
が
、
序
の
日
付
は
、
嘉
慶
丙
辰
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
同

じ
目
録
の
中
で
、
『
西
夏
紀
事
本
末
』
を
光
緒
年
一
八
七
五

l
一
九

O
八
と
す

る
が
、
こ
の
審
物
の
成
立
は
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
光
緒
戊
子
一
八
八
八
年
で

あ
る
。序

文
の
終
り
で
、
著
者
は
西
夏
語
で
書
か
れ
た
資
料
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
云
っ
て
い
る
。

「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
・
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
ハ
勾
O
X
Z〉
〉
ヱ
の
の
の

3

所
織
の
西
夏
文
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
仕
事
で
、
わ
ず
か
の
範
囲
で
は
あ
る

が
、
西
夏
の
闘
家
機
構
と
西
夏
文
化
の
項
で
利
用
し
た
。
西
夏
文
字
の
意
味
に

つ
い
て
の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
、
基
本
的
な
む
つ
か
し
さ
は
、
そ
れ
を

讃
破
す
る
際
に
起
っ
て
く
る
、
歴
史
研
究
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
西
夏
文
の
範
置
が
甚
だ
慶
大
で
あ
っ
で
、
そ
れ
に
熟
達
す
る
の
が
も
っ
と
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
」
。

一
章
は
、

ωタ
ン
グ
l
ト
の
祖
先
、

ω十
世
紀
の
タ
ン
タ
l
ト
族
、

ωタ
ン

グ
l
ト
の
呼
稽
に
つ
い
て
の
一
一
一
項
目
に
分
け
て
論
じ
る
。
は
じ
め
の
二
項
は
、

唐
代
に
お
け
る
黛
項
、
拓
政
赤
僻
以
来
、
李
恩
恭
、
券
昌
、
恩
諌
、
仁
一
稿
、
葬

超
、
葬
興
、
克
叡
、
縫
街
、
織
捧
、
総
遜
へ
の
後
展
を
述
べ
、
第
三
項
で
は
、

岡
崎
精
郎
氏
の
記
述
(
「
唐
代
に
於
け
る
黛
項
の
獲
展
」
注
五
)
に
し
た
が
a

っ

て
、
寺
本
線
雅
の
予

ga岳
民
鏡
、
青
木
文
教
の
仔
包

-aa説
を
紹
介
、
西

夏
人
の
自
稽
は
ヨ
ペ
チ
ベ

γ

ト
人
の
呼
稀
は
自
ケ
ロ
苫
聞
と
説
明
す
る
。

R
・

ス
タ
ー
ン
教
授
の
チ
ベ
ッ
ト
口
承
文
撃
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
人

が
中
央
チ
ベ
ッ
ト
の
げ
主
に
封
立
し
て
、
東
北
チ
ベ
ッ
ト
地
域
の
非
チ
ベ
ッ

ト
族
を
指
し
た

E
o
b
が
中
国
人
が
使
う
黛
項
と
疑
い
も
な
く
関
連
し
て
い
る

と
い
う
(
戸
〉
・

ω宮
古

い
F
g
R
5
5
曲ロ

2
2ロ
冊
目
色
3
5
R
n
r
g
ω
5
0・

吋
仔
舎
包
ロ
伺
加
・
用

V
同

江

師

同

由

O
H
〉。

こ
れ
は
秀
れ
た
着
想
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は
、
た
だ
ち
に
は
賛
成
し
難
い

(
山
口
瑞
鳳
「
蘇
枇
の
領
界
」
注
六
六
(
四
一
一
一
一
一
員
)
『
東
洋
皐
報
』
五
十
倉

一
九
六
八
参
照
)
。
ス
タ
ー
ン
教
授
の
研
究
か
ら

E
S
が
宮
ケ
ミ
お
と
結
び

付
き
西
夏
の
別
名
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
は
な
い
。
筆
者
は
、

E
C
P
は
軍

に
西
夏
の
別
名
で
は
な
く
、
西
夏
闘
を
形
成
す
る
一
'部
族
の
名
前
で
あ
る
と
考

え
る
。
し
た
が
っ
て
、

g
r
B守
口
同
国
間
と
並
行
し
て

E
C降
、
が
い
た
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
己
主
印
刷
】

o
t
g中
E
の
物
語
の
中
で

E
D岱
と
並
べ
ら
れ
る

名
0

・n
y
E
伺

ι
o
b、
そ
こ
か
ら
宮
市
源
し
た
身

E
四
・
吉
区
o
p
も
や
は
り
西
夏

の
一
族
で
あ
る
ζ

と
も
確
か
で
あ
る
う
。
筆
者
は
、
西
夏
一
人
の
記
録
か
ら
、
ニ①

 

れ
を
透
明
で
き
る
と
思
う
。
『
文
海
』
の
中
で
卒
聾
2
韻
卒
聾
四
十
八
頭
に

縫
議
官
『
(
N
3
i
忠
信
(
制
)
が
登
録
さ
れ
、
そ
の
注
に
1
先
人
の
名
な
り
L

と
あ

る
。
こ
れ
が
名
口
∞
ゐ
y
c
に
あ
た
り
、
同
じ
く
卒
聾
二
十
七
韻
に
司
a

自
由
『
な

@
 

り
。
黒
頭
の
父
。
先
人
の
名
な
り
」
と
注
さ
れ
る
舵
ヨ
喜
(
N
3

に

骨

E
開・官

が
該
嘗
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
共
に
西
夏
人
が
先
人
の
名
な
り
と
認
め

て
い
る
か
ら
、

5
0
P
に
直
接
封
態
す
る
西
夏
語
は
不
明
で
あ
る
に
し
て
も
、

名

g
a
n
z
k
gロ
岡
田
宮
は
い
ず
れ
も
、
タ
ン
グ
l
ト
族
・
チ
ベ
ッ
ト
族
に
停
わ
る

口
承
文
筆
に
登
場
す
る
タ
ン
グ

r
ト
族
の
租
先
の
中
の
二
人
と
考
え
て
よ
い
。

-121ー



248 

し
か
し
、
一
方
黛
項
と
い
う
呼
橋
は
、
非
常
に
底
い
意
味
に
、
そ
し
て
よ
り

廃
い
範
園
に
お
い
て
使
わ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
商
夏
闘
を
形
成
し
た
主
要
部

族
の
み
を
指
す
と
は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ク
チ
ャ

l
ノ
フ
が
述
べ
る
よ

う
に
、
タ
ン
グ
l
ト
と
い
う
名
稽
は
呼
稽
の
起
り
と
、
そ
の
使
い
方
の
二
つ
の

面
か
ら
般
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
著
者
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
つ
ぎ

の
よ
う
に
結
論
す
る
。

「
そ
の
起
源
に
つ
い
て
み
た
部
族
名
声
ン
グ
l
ト
は
チ
ベ
ッ
ト
人
の
呼
稽
あ

る
い
は
中
園
人
の
東
北
チ
ベ
ッ
ト
諸
族
に
封
す
る
呼
穂
、
お
そ
ら
く
古
い
時
代

か
ら
る
っ
て
、
土
着
起
源
の
呼
穏
と
関
連
す
る
。
部
族
名
タ
ン
グ
l
ト
は
、
中

央
ア
ジ

ア
の
諸
族
の
も
と
で
、
起
源
が
等
し
い
と
考
え
ら
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
族
や

タ
ン
ダ

l
ト
族
を
指
す
の
に
使
わ
れ
た
」
。

今
の
段
階
で
は
、

E
C
P
と
黛
項
の
結
び
つ
き
は
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
認

め
る
よ
り
外
は
な
い
。
な
お
、
本
書
で
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
ク
チ
ャ

l
ノ
フ

の
黛
項
拓
政
に
闘
す
る
考
え
を
紹
介
し
て
お
こ
う
(
穴
コ
勺
o
a
h巾
室
内

ω吋
2
0
・

2
5
8
叶

E
ミ
409
三
0
2
E
呂
田
串

Shu・)
。

七
世
紀
の
は
じ
め
以
来
、
の
ち
に
西
夏
の
王
室
に
な
る
支
配
部
族
を
、
中
間

で
は
拓
餓
部
と
よ
ん
だ
。

こ
れ
は
、
元
美
に
と
っ
て
、
北
方
中
閣
と
の
関
係
を
要
請
し
、
鮮
卑
起
源
を

と
な
え
、
妬
抜
競
と
の
闘
速
を
主
張
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
し
か
し
、
黛

項
拓
政
が
拓
政
貌
の
子
孫
で
あ
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
鮮
卑
の
黛
項
ま
が
い

の
子
孫
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
論
蟻
に
依
け
る
。
黛
項
部
族

の
リ
ス
ト
は
今
で
も
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
拓
政
の
名
前
は
見
え
な
い
。

だ
が
、
鮮
卑
と
黛
項
部
族
の
聞
に
何
ら
か
の
援
鯛
が
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
し

去
る
理
由
は
な
い
。
い
く
つ
か
の
資
料
で
示
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
爾
者
の
接

簡
は
、
政
治
の
面
で
多
く
あ
っ
た
。
鮮
卑
が
黛
項
族
の
民
族
起
源
に
開
奥
し
た

こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
向
に
進
む
黛
項
拓
政
の
起
源
の

研
究
は
、
我
々
に
多
く
の
知
識
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

黛
項
に
つ
い
て
も
拓
政
に
つ
い
て
も
ク
チ
ャ
l
ノ
フ
は
諸
説
の
中
間
の
立
場

に
た
っ
て
、
早
急
に
結
論
を
下
す
こ
と
を
差
控
え
、
今
後
の
研
究
に
多
く
を
期

待
す
る
恨
重
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。

二
章
は
、

ω濁
立
へ
の
闘
争
、

ω臨
州
の
攻
圏
、
帥
宋
に
よ
る
タ
ン
グ
l
ト

闘
の
承
認
、
徳
明
の
統
治
、

ωタ
ン
グ

l
ト
・
ウ
イ
グ
ル
戟
字
、
に
分
け
て
、

李
総
遷
の
誕
生
か
ら
そ
の
活
躍
、
宋
と
の
交
渉
、
徳
明
へ
の
縫
承
、
徳
明
の
統

治
時
代
な
ど
商
夏
園
成
立
ま
で
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
論
じ
る
。

三
章
は
、

ωタ
ン
グ

i
ト
園
の
呼
穏
に
つ
い
て
、

ω西
夏
の
領
土
と
地
理
的

斑
境
、

ω西
夏
の
住
民
、

ω住
居
、
移
住
、
衣
裳
、
タ
ン
グ
l
ト
の
慣
習
と
儀

式
、
同
西
夏
の
経
拙
円
、
畜
産
、
農
耕
、
手
工
と
狩
灘
、
交
易
と
財
政
、
附
西
夏

の
枇
曾
組
織
、
開
西
夏
闘
機
構
、
附
タ
ン
グ
l
ト
甲
車
、
西
夏
の
軍
事
組
織
、
削

元
美
の
皇
帝
格
競
の
受
理
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
、
タ
ン
グ

l
卜
閣
の
闘
名
い
わ
ゆ
る
西
夏
園
名
考
と
し
て
知
ら
れ
る
問

題
を
論
じ
る
。

こ
れ
に
は
曾
て
、
ネ
ア
ス
キ
ー
・
王
郵
貯
如
の
論
容
が
あ
っ
た

(
不
フ
ス
キ

l
・
石
漬
純
太
郎
「
西
夏
園
名
考
補
正
L

『
龍
谷
大
事
論
叢
』
一
一
一

O
五
参
照
〉
。
西
夏
は
大
夏
園
と
稽
し
た
が
、
公
用
の
完
全
な
名
稽
は
得
昆
毅
詑

暗
唱
自
高
大
夏
園
と
い
っ
た
(
普
通
は
白
上
大
夏
国
と
評
さ
れ
て
い
る
〉
。
至
静

如
は
こ
の
「
高
い
」
に
あ
た
る
文
字
は
、
賓
は
西
夏
を
意
味
す
る

B
F
を
立
回
調
押

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
間
名
は
「
白
殉
大
夏
闘
」
と
讃
む
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ヨ
-
は
チ
ベ

ッ
ト
諮
の
ヨ
F

e
人
間
¢
と
結
び
つ

き
、
タ
自
e

は
四
川
限
山
か
ら
流
れ
る
白
水
と
関
係
が
あ
り
、
七
世
紀
に
タ
ン

グ
l
ト
族
は
四
川
か
ら
甘
粛
に
移
動
し
た
と
考
え
た
。
し
か
し
、
別
に
西
夏
を

意
味
す
る

B
F
と
い
う
文
字
が
あ
る
か
ら
、
「
高
」
に
あ
た
る
文
字
が
そ
の
音
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響
、で
あ
る
筈
は
な
い
、
ネ
ア
ス
キ
ー
は
コ
局
」
の
文
字
は
ヨ
と
よ
む
の
で

は
な
く
、

W
4
国
.
巾
と
よ
む
べ
き
で
あ
る
と
説
い
た
。
(
戸
〉
・

2
g円同国富山

斗
白
出
ミ
4
n
R
S
@
E
h
o
b
O可
E
M
r

ヨo
n
R
田
昌
尽
き
『
タ
ン
グ
1
ト
文
献
事
』
I

三
五
頁
、
こ
れ
は
ヨ
ケ
お
よ
び

.gv・
刊
と
す
べ
き
で
、

a

明
ら
か
に
著
者
ク
チ

γ
l
ノ
フ
の
課
り
で
あ
る
〉
。
「
白
L

に
つ
い
て
は
、
宋
史
楊
文
麿
停
に
「
自
国

主
」
と
い
う
使
用
例
が
あ
る
が
、
な
ぜ
西
夏
を
「
白
」
と
よ
ぶ
の
で
あ
ろ
う

か
。
王
静
如
は
「
白
ハ
河
)
上
流
の
園
」
の
意
味
に
と
っ
た
が
そ
う
で
は
な
い
。

著
者
は
ス
タ
ー
ン
数
授
の
設
に
し
た
が
っ
て
、
さ
き
に
あ
、
げ
げ
た
チ

、ベへツ

ト
の

口
承
文
，摩
撃
の
中
で

-Eι
。
砕
と
そ
の
の

.s広忘}

]5ι号
o邑岱:唱官同
5o3ヨが
使
わ
れ
る
が
於
、

F

こ
」
ぶ
れ
は
多
再
白

]E仏

oa岱Pφ.事守k主事↑主寄寄迫音奇回司柔
γ

莱
採
し
て
、
こ
の

タ
白
。
が

e
白
高
。
の
自
に
あ
た
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
司

2
5
は
多
白
¢
の

意
味
で
敦
雇
文
献
に
使
わ
れ
、
親
族
言
語
ハ
ジ
ャ
ロ
ン
語
有
岡
田
)
で
も
。
臼
e

を
意
味
す
る
。
ま
た
、
西
夏
で
出
版
さ
れ
た
漢
文
の
経
典
『
併
設
聖
大
乗
三
錫

依
経
』
の
践
に
は
「
白
高
大
夏
園
L

と
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
い

ず
れ
も
安
嘗
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
ま
の
筆
者
は
、
こ
の
西
夏
文
を
「
白
上

大
夏
闘
」
と
す
べ
き
か
、
ク
チ
ャ
l
ノ
フ
の
よ
う
に
「
白
高
大
夏
図
」
と
す
べ

き
か
決
断
し
難
い
。

'

西
夏
の
首
都
は
、
興
州
、
輿
慶
、
中
興
と
よ
ば
れ
た
が
、
中
園
資
料
の
記
載

か
ら
街
頭
と
よ
ば
れ
た
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
躍
に
西

夏
語
の
首
都
名
を
課
し
た
の
で
は
な
く
、
西
夏
人
が
名
付
け
た
名
前
で
あ
っ

た
。
元
朝
秘
史
で
は
、
町
間
色
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
マ
ル
ヨ
・
ポ
l
ロ
は

m
m
B
mど
と
記
録
し
て
い
る
か
ら
、
時
代
に
よ
っ
て
名
務
が
襲
っ
て
、
十
一
世

紀
か
ら
十
二
世
紀
の
初
め
に
は
街
頭
が
、
十
二
世
紀
の
終
り
か
ら
十
三
世
紀
初

め
に
は
可
何
色
と
呼
ば
れ
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。

一二

O
五
年
以
降

は
中
興
府
と
呼
ば
れ
た
。

西
夏
菌
の
版
聞
は
、
甘
粛
省
と
侠
西
省
西
部
に
わ
た
る
賢
い
地
域
で
あ
り
、

東
西
約
一
四

0
0キ
ロ
〈
敦
息
か
ら
黄
河
沿
岸
ま
で
)
、
南
北
約
六
五
キ
ロ

(
西
寧
か
ら
黒
城
ま
で
〉
に
及
ん
だ
叶
五
八
頁
ハ
五
九
頁
に
挿
入
さ
れ
る
「
十

一
世
紀
の
西
夏
園
闘
」
は
モ
ス
コ

l
の
ソ
ビ
エ
ト
国
家
圃
書
館
(
レ
l
ニ

γ
岡

書
館
)
に
所
蔵
さ
れ
る
篤
本
で
あ
り
、
『
西
夏
紀
事
本
末
』
・
の
は
じ
め
に
牧
め

ら
れ
る
地
形
闘
は
こ
れ
を
少
し
増
補
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

ク
チ
ャ
l
ノ
フ
は
、
充
実
m
以
西
夏
建
園
を
一

o=二
年
と
す
る
。
李
徳
明
が

卒
し
、
元
棄
が
襲
位
し
た
年
を
建
閏
年
と
見
倣
し
て
い
る
。
即
位
の
年
に
改
元

せ
ず
翌
年
初
春
に
改
元
す
る
西
夏
の
慣
例
に
よ
る
に
し
て
も
、
宋
仁
宗
明
道
元

年
、
契
丹
が
元
突
を
夏
園
王
に
珊
封
し
、
宋
が
定
難
宮
中
節
度
使
西
卒
王
を
授
け

た
年
、
そ
し
て
元
美
自
身
が
吾
租
(
皇
帝
)
と
務
し
た
年
、
一

O
一
一
一
一
一
年
を
建

国
年
と
す
る
の
が
笛
っ
て
い
よ
う
(
日
本
で
は
、
一

O
三
八
年
を
西
夏
建
国
年

と
す
る
考
え
が
停
っ
て
い
る
が
、
一

O
三
二
年
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
可
こ

の
建
関
年
代
の
設
定
は
、
元
美
の
在
位
年
数
と
も
関
係
し
て
く
る
。
元
美
の
在

位
は
、
関
連
一
年
、
慶
運
二
年
、
大
慶
二
年
、
天
授
種
法
廷
砕
十
一
年
と
さ
れ

る
が
、
宋
史
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
十
六
年
で
は
な
く
、

phナャ
I
ノ
フ
は

十
七
年
と
す
る
。
こ
れ
は
宋
明
道
元
年
を
即
位
第
一
年
と
し
て
計
算
し
た
た
め

で
、
建
闘
を
一

O
一
一
一
一
年
と
す
る
と
、
十
八
年
で
も
あ
り
得
る
と
い
う
。
こ
の

問
題
は
著
者
も
十
分
参
照
し
て
い
る
よ
う
に
長
部
和
雄
氏
が
曾
て
論
じ
、
元
美

の
在
位
年
数
を
十
七
年
、
改
元
年
齢
献
を
十
五
年
と
し
た
(
「
西
夏
紀
年
考
」
『
史

林
』
十
八
倉
一
九
三
一
一
一
〉
。
宋
景
祐
元
年
は
西
夏
関
連
元
年
に
あ
た
り
、
そ
の

年
内
に
庚
運
元
年
に
改
め
て
い
る
か
ら
、
関
連
元
年
か
ら
鍛
え
る
と
合
計
十
五

年
に
な
る
。
そ
れ
に
頼
道
二
年
を
加
え
て
、
在
位
十
七
年
と
考
え
て
譲
り
で
は

:、。

4
ト
H
T
B
V西

夏
闘
は
、
軍
一
民
族
関
家
で
は
な
か
っ
た
。
中
闘
人
の
み
な
ら
ず
、
ウ
イ
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グ
ル
人
、
ト
ル
コ
人
、
チ
ベ
ッ
ト
人
、
吐
谷
湾
人
が
い
た
。
漢
人
は
農
耕
地
減

に
住
み
、
ウ
イ
ク
ル
人
は
西
の
地
域
|
甘
州
、
粛
州
、
沙
州
に
、
チ
ベ
ッ
ト
人

と
吐
谷
灘
人
は
西
南
の
地
域
、
青
海
と
黄
河
の
上
流
に
い
た
。
タ
ン
グ
l
ト
人

と
漢
人
が
盤
倒
的
に
多
数
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
タ
ン
グ
l
ト
語
と
漢
語
が
園
内

で
も
っ
と
も
よ
く
通
用
し
て
レ
た
が
、
酋
夏
閣
の
公
用
語
は
タ
ン
グ
l
ト
語
で

あ
っ
た
と
い
う
。

西
夏
圏
内
に
は
多
種
類
の
民
族
が
居
住
し
、
そ
れ
ぞ
れ
濁
自
の
言
葉
を
話
し

た
が
、
そ
の
中
で
タ
ン

グ
l
ト
族
の
言
葉
が
西
夏
闘
の
公
用
語
と
し
て
使
わ

れ
、
そ
れ
を
我
々
は
西
夏
語
と
よ
ん
で
い
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
の
は
順
嘗

で
あ
り
、
ク
チ
ャ

l
ノ
フ
は
、
母
関
語
〈
唱
o
h
z
o罫
国

ω
E
{
)
と
い
う
言
葉
を

し
ば
し
ば
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
タ
ン
グ
1
ト
族
自
身
の
言
葉
と
い
う
意
味
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
タ
ン
グ
l
ト
族
の
言
葉
が
す
な
わ
ち
西
夏
語
で
あ
る
と
す

る
の
に
は
、
疑
問
が
の
こ
る
。
第
一
に
タ
ン
グ
l
ト
族
自
憶
が
決
し
て
軍
一
の

集
圏
で
は
な
か
っ
た
。
ミ
族
・
ミ
・
ニ
ヤ
ク
族
な
ど
か
な
り
多
種
の
異
っ
た
部

族
を
含
み
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
同
じ
言
葉
を
話
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
，
そ

れ
に
も
拘
ら
ず
、
各
部
族
に
共
通
す
る
遇
信
手
段
を
輿
え
る
目
的
を
以
て
表
意

的
性
格
を
具
え
た
西
夏
文
字
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
今
日
残
っ

て
い
る
西
夏
語
は
一
つ
の
標
準
諮
設
定
の
動
き
で
あ
り
、
か
な
り
包
括
的
な
性

質
を
も
っ
言
語
憾
系
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
思
っ
て
い
る
。
西
夏
文
字
で
書
き
表

わ
さ
れ
た
よ
う
な
西
夏
語
を
軍
一
の
鶴
系
と
し
て
も
っ
た
話
し
言
葉
は
、
賓
際

に
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
い
わ
ゆ
る
西
夏
語
は
、
か
な
り
書
き

言
葉
的
な
性
格
を
具
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
賞
時
の
い
ず
れ
の
タ

ン
グ
l
ト
族

に
つ
い
て
も
そ
の
母
園
諮
と
い
え
る
言
葉
は
、
今
で
は
解
明
す
る
手
段
に
紋
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
問
題
は
、

今
後
言
語
撃
の
分
野
で
考

究
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
O
三
七
年
に
設
置
さ
れ
た
蕃
漢
二
字
院
で
は
、
こ
の
標
準
的
な
西
夏
語
を

西
夏
文
字
と
と
も
に
教
え
た
の
で
あ
る
。
ク
チ
ャ

l
ノ
フ
は
『
西
夏
毒
事
』
の

記
述
に
し
た
が
っ

て
、
漢
字
院
で
は
正
草
を
数
え
、
蕃
字
院
で
は
築
審
と
殺
害

の
二
書
韓
の
西
夏
字
を
数
え
た
と
云
う
が
、
こ
れ
は
疑
わ
し
い
と
思
う
。
牧
草
章
一
日

の
西
夏
字
は
涼
州
に
あ
る
感
態
塔
ハ
一

O
九
四
〉
の
築
蓋
と
し
て
八
字
が
残
る

の
み
で
あ
り
、
隷
蓄
の
西
夏
字
は
い
ま
わ
か
っ
て
い
る
限
り
で
は
全
然
存
在
し

て
い
な
い
。
ま
た
漢
字
院
で
は
中
園
と
往
来
す
る
表
奏
文
を
掌
り
、
漢
字
で
書

い
て
努
に
西
夏
字
を
並
べ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
文
書
も
全
く
残
っ
て

い
な
い
。
『
西
夏
書
事
』
が
ど
の
資
料
に
も
と
づ
い
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

三
章
で
ク
チ
ャ

l
ノ
フ
は
、
西
夏
語
文
献
を
論
接
と
し
て
述
べ
て
い
る
と
こ

ろ
が
数
箇
所
あ
る
。
土
地
利
用
の
問
題
、
水
利
・
水
渠
の
問
題
、
軍
事
組
織
に

つ
い
て
、
『
天
盛
年
改
新
定
禁
令
』
(
正
確
に
は
『
天
盛
蓄
改
新
定
禁
令
』
と

讃
む
べ
き
で
あ
る
)
、
『
新
法
』
(
十
二
世
紀
末
?
)
、
『
貞
翻
玉
鋭
統
』
(
一
一

O
二
|
一
一
一
四
年
の
間
?
)
を
利
用
し
論
じ
て
い
る
。
本
書
の
特
徴
は
む
し

ろ
こ
こ
に
あ
る
と
云
え
る
が
、
そ
の
内
容
の
紹
介
は
別
の
機
曾
に
譲
り
た
い。

こ
こ
で
も
著
者
は
レ
一
ン
グ
ラ
l
ド
・
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
に
時
糊
さ
れ
る
職

官
表
の
断
片
を
一
一
一
一
一
、
一
二
三
頁
で
利
用
す
る
が
、
や
は
り
こ
の
職
官
表
の

成
立
年
代
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
こ
の
職
官
表
は
『
(
光
定
壬

申
〉
新
法
』

(
一
二
一
二
?
)
と
『
猪
年
新
法
』
(
一
一
一
一
五
?
)
の
い
ず
れ

か
の
法
典
に
示
さ
れ
る
鵠
制
と
一
致
す
る
も
の
と
考
え
る
。

四
章
は
、

ωタ
ン
グ
l
ト
・
チ
ベ
ッ
ト
戟
|
青
海
草
原
に
お
け
る
闘
字
の
始

り、

ωタ
ン
グ
1
ト
・
中
園
戦
害
(
一

O
四
O
l
一
O
四
四
〉
、

ω第
一
次
契

丹
・
タ
ン
グ
l
ト
載
字
、

ω冗
美
統
治
時
代
の
末
期
、
の
四
項
目
に
分
け
て
述

べ
、
五
章
は
、

ω波
鶏
氏
宮
廷
波
の
執
政
時
代
、
似
第
二
次
契
丹
・
タ
ン
グ
l

ト
戦
争
(
一

O
四
九
1

一
O
五
一
二
〉
、
川
W
タ
ン
グ
I
ト
・
中
園
園
境
紛
字
、
川
刊
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諒
鮮
の
圏
内
専
制
へ
の
闘
い
と
園
際
聞
の
西
夏
の
僅
面
、
日
開
掻
政
皇
太
后
梁
氏

の
統
治
、
同
一

O
六
九
l
一
O
七
二
年
の
タ
ン
グ
l
ト
・
中
園
戦
と
一

O
七一一一

i
一
O
八
O
年
の
タ
ン
グ
1
ト
と
中
園
の
往
来
、
的
東
部
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る

中
園
政
策
の
尖
鋭
化
と
十
一
世
紀
後
半
の
東
部
チ
ベ
ッ
ト
諸
族
と
西
夏
の
閥

係、

ω乗
常
の
政
権
よ
り
解
任
、

ω中
園
・
タ
ン
グ
l
ト
戟
一

O
八一
l
i
一
O

八
六
年
、
の
九
項
目
に
分
け
ら
れ
、
六
章
は
、

ω梁
家
勢
力
の
破
滅
、

ω十一

世
紀
末
に
お
け
る
園
境
論
争
と
西
夏
・
宋
の
戟
い
、
助
一

O
九
六
|
一

O
九
九

年
の
タ
ン
グ
l
ト
・
中
園
戦
、

ω乾
順
の
内
政
、
同
十
二
世
紀
第
一
四
半
世
紀

の
タ
γ
グ
1
ト
・
中
国
関
係
、
附
遼
滅
亡
時
の
タ
ン
グ
l
ト
園
と
金
帝
園
の
出

現
|
|
西
寧
地
域
の
西
夏
へ
の
併
合
、
の
六
項
目
に
分
か
れ
る
。

七
章
は

ω合
遠
の
嫁
乱
、
一
一
四
三
年
の
民
衆
反
抗
、

ω仁
孝
の
内
政
、

ω

任
得
敬
の
夏
圏
分
割
の
企
て
、

ω仁
孝
統
治
期
の
西
夏
と
南
宋
の
関
係
、
川
W
仁

孝
統
治
期
の
西
夏
と
金
、
制
最
後
の
繁
栄
期
に
お
け
る
西
夏
圏
、
純
佑
の
統
治
、

の
六
項
目
に
、
八
章
は

ω文
字
、
教
育
、
音
築
、
績
賞
、

ω西
夏
文
字
文
献
、

例
西
夏
の
例
数
史
に
つ
い
て
、
祖
先
崇
奔
と
そ
の
ほ
か
若
干
の
宗
教
信
仰
、
の

三
項
目
に
、
九
章
は
、

ωタ
ン
グ
l
ト
園
へ
の
第
一
次
蒙
士
口
遠
征
軍
、

ω一二

一
四
l
一
二
一
一
四
年
の
タ
ン
グ
l
ト
・
女
員
戦
字
、

ω西
夏
へ
の
第
二
次
蒙
古

遠
征
軍
|
タ
ン
グ
I
ト
園
の
滅
亡
、

ωタ
ン
グ
l
ト
族
の
命
運
と
夏
園
滅
亡
後

の
文
化
、
の
四
項
目
に
分
け
て
述
べ
て
い
る
。

最
後
に
著
者
の
結
論
を
要
約
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

タ
ン
グ
I
ト
園
の
出
現
は
、
タ
ン
グ
l
ト
族
護
展
の
不
可
避
の
結
末
で
あ

り
、
蒙
古
軍
に
征
服
さ
れ
る
ま
で
、
西
夏
は
中
央
ア
ジ
ア
・
東
ア
ジ
ア
の
歴
史

に
、
政
治
上
、
重
大
な
役
割
を
果
し
た
。
半
世
紀
に
わ
た
る
戦
闘
で
、
西
夏
は

ウ
イ
グ
ル
汗
を
甘
州
か
ら
這
い
出
し
、
そ
の
あ
と
の
長
い
闘
争
は
、
東
チ
ベ
ッ

ト
諸
族
の
領
地
の
い
く
つ
か
を
占
領
し
た
。
そ
し
て
商
夏
は
、
中
園
か
ら
印
度

と
ア
ジ
ア
中
央
部
に
混
じ
る
古
い
陸
路
の
往
来
を
妨
げ
、
東
北
チ
ベ
ッ
ト
南
山

を
横
ぎ
る
新
し
い
隊
商
路
を
開
こ
う
と
し
た
漢
人
の
再
三
の
試
み
を
失
敗
に
終

ら
せ
た
。
こ
れ
が
宋
の
経
済
と
政
治
に
反
映
し
な
い
筈
は
な
く
、
北
宋
の
封
外

政
策
の
面
で
は
、
西
夏
を
駆
逐
す
る
不
要
の
志
向
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
酒
済

面
で
は
、
封
外
貿
易
は
陸
路
と
と
も
に
海
路
に
も
頼
る
よ
う
に
な
り
、
東
ア
ジ

ア
地
域
の
通
商
路
の
本
質
的
な
嬰
化
を
も
た
ら
し
た
。
遂
と
西
夏
へ
の
賠
償
金

の
支
梯
、
十
一
世
紀
の
タ
ン
グ
I
ト
族
と
の
不
休
の
戦
い
は
、
宋
を
財
政
上
行

き
詰
ら
せ
、
王
安
石
の
改
一
革
の
間
接
的
な
原
因
の
一
つ
に
な
っ
た
。
蒙
古
族
の

侵
入
に
頑
強
に
反
抗
し
た
西
夏
は
、
卒
和
な
多
く
の
民
族
を
救
っ
た
が
、
西
夏

と
カ
ラ
・
ハ
-
一
ダ
、
カ
ラ
キ
タ
イ
、
タ
タ
l
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ト
ル
コ
の
諸
民

族
と
の
交
渉
に
つ
い
て
の
情
報
を
全
く
依
い
て
い
る
の
は
残
念
芯
あ
る
。
中
国

の
事
者
周
良
容
は
「
関
子
成
土
日
斯
汗
」
と
題
す
る
論
文
の
中
で
、
「
西
夏
ニ

O

O
年
の
割
据
が
中
園
の
歴
史
に
劃
し
て
起
し
た
の
は

E
大
な
破
壊
作
用
で
し
か

な
い
」
(
『
歴
史
研
究
』
四
、
一
九
六
二
〉
と
い
う
が
、
こ
れ
は
中
園
史
の
見
地

か
ら
の
み
み
た
一
方
的
な
評
債
で
あ
る
。
王
充
は
「
西
夏
の
興
起
は
決
し
て
ま

っ
た
く
の
消
極
的
な
反
動
的
な
歴
史
の
逆
流
で
は
な
い
。
祖
国
の
各
族
人
民
が

互
に
融
け
合
っ
て
、
一
つ
の
民
族
大
家
族
を
な
す
過
程
に
お
い
て
、
タ
ン
グ
l

ト
族
は
一
つ
の
歴
史
の
力
と
な
っ
て
貢
献
し
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
(
「
論
西

夏
的
興
起
」
『
歴
史
研
究
』
五
、
一
九
六
二
)
。

タ
ン
グ
l
ト
の
濁
自
の
文
化
は
、
警
来
の
習
俗
慣
例
に
よ
る
園
家
制
度
の
強

化
と
固
有
文
字
の
創
作
、
西
夏
文
字
に
よ
る
世
俗
、
悌
数
、
儒
教
諸
文
献
の
作

成
の
形
で
あ
ら
わ
れ
た
。
母
簡
語
の
韻
書
・
辞
書
の
綿
密
な
作
成
は
、
西
夏
立
回

韻
事
の
大
き
い
進
歩
の
成
果
で
あ
る
し
、
西
夏
濁
自
の
立
田
築
や
悌
賓
の
特
異
な

筆
法
も
同
様
で
あ
っ
た
。
西
夏
の
文
化
は
、
中
園
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
文

化
の
錯
綜
し
た
影
響
の
も
と
で
設
展
し
た
。
中
国
の
影
響
は
、
園
家
統
治
形

~125 ー
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態
、
中
園
古
典
研
究
に
基
礎
を
お
い
た
教
育
憶
制
の
受
け
入
れ
や
支
配
階
級
の

思
想
に
著
し
く
あ
ら
わ
れ
た
。
儒
教
は
自
民
族
お
従
属
さ
せ
る
た
め
に
西
夏
知

識
人
の
手
に
あ
っ
た
思
想
上
の
武
録
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
軍
事
組
織
、
物

質
文
化
、
日
常
生
活
に
つ
い
て
は
、
中
園
の
影
響
は
ず
っ
と
少
な
か
っ
た
と
感

じ
ら
れ
る
。
こ
の
著
者
の
あ
と
の
意
見
は
そ
の
ま
ま
肯
定
で
き
な
い
。
事
賞
、

『
文
海
』
な
ど
を
み
る
と
、
日
常
生
活
に
使
う
用
慰
類
で
、
漢
詩
で
云
々
と
い

う
注
を
も
っ
文
手
、
あ
る
い
は
専
ら
中
闘
の
密
物
を
書
き
あ
ら
わ
す
た
め
に
作

ら
れ
た
文
字
が
か
な
り
あ
っ
て
、
筆
者
は
、
と
く
に
東
部
の
地
域
農
耕
地
域
で

は
、
西
夏
人
の
日
常
生
活
の
中
に
、
中
闘
の
風
俗
習
慣
が
強
く
侵
入
し
て
い
た

も
の
と
考
え
る
。
こ
の
問
題
は
、
西
夏
語
の
中
に
入
っ
た
数
多
く
の
漢
語
か
ら

の
借
用
語
と
と
も
に
、
今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ク
チ
ャ

l
ノ
フ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
つ
づ
け
る
。
今
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
タ
γ
グ
l
ト

の
民
衆
が
母
図
語
の
み
で
話
し
、
自
身
の
文
字
を
書
き
、
自
身
の
型
の
衣
裳
を

着
て
、
古
い
タ
ン
グ
l
ト
習
俗
を
保
存
し
た
こ
と
で
あ
る
。
民
族
は
濁
創
文
化

の
有
力
な
保
護
者
で
あ
っ
た
。
タ
ン
グ
l
ト
の
上
層
支
配
層
は
中
園
文
化
を
完

全
に
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
興
味
の
あ
る
も
の
の
み
を
借
り
た
の
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
が
西
夏
文
化
に
影
響
を
輿
え
た
の
は
、
ま
ず
第
一
に
威
力
の
あ
る

宗
教
の
中
心
地
と
し
て
で
あ
る
。
そ
の
影
響
は
、
チ
ベ

ッ
ト
の
例
数
作
品
の
翻

課
、
密
教
の
西
夏
例
数
へ
の
侵
透
、
チ
ベ
ッ
ト
風
事
一
像
費
法
に
強
く
あ
ら
わ
れ

た
。
チ
ベ
ッ
ト
の
影
響
は
、
日
常
生
活
と
大
衆
文
化
に
著
し
か
っ
た
か
も
知
れ

:、。

-
サ
九
、
vウ

イ
グ
ル
は
西
夏
の
悌
教
の
停
播
を
促
進
し
た
が
、
ウ
イ
グ
ル
の
影
響
は
タ

γ
グ
l
ト
の
聖
像
筆
法
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
ラ
ク
ダ
の
繁
殖
の
試
み
は
、
ウ

イ
グ
ル
人
か
ら
借
り
た
こ
と
も
大
い
に
あ
り
得
る
。

タ
γ
グ
l
ト
族
の
歴
史
と
王
朝
の
歴
史
は
、
す
べ
て
の
段
階
で
均
等
に
明
ら

か
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
な
お
検
討
と
再
評
僚
が
必
要
で
あ
る
@
多
く
の
新
し

い
資
料
が
待
っ
て
お
り
、
西
夏
語
文
献
の
利
用
に
も
と
ず
い
た
タ
γ
グ
l
ト
族

の
懸
史
と
文
化
の
研
究
が
今
後
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
、
と
著
者
は
本
蓄
を
結
ん

で
い
る
。

筆
者
は
別
の
論
文
の
中
で
、
商
夏
の
研
究
は
西
夏
人
の
記
録
を
使
っ
て
進
展

さ
せ
る
段
階
に
来
た
と
書
い
た
(
「
西
夏
の
併
教
に
つ
い
て
」
『
南
都
傍
数
』
一
一

十
二
鋭
一
九
六
八
)
。
今
ま
で
の
研
究
を
大
き
く
く
つ
が
え
す
よ
う
な
西
夏
人

の
記
録
は
義
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
西
夏
文
献
の
解
讃
を
通
じ
て

細
か
い
黙
に
つ
い
て
の
新
し
い
設
展
は
十
分
に
希
望
が
も
て
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
目
的
の
た
め
に
、
も
っ
と
も
恵
ま
れ
た
環
境
に
い
る
本
書
の
著
者
ク

チャ

I
ノ
フ
に
は
、
今
後
の
多
く
の
秀
れ
た
研
究
を
期
待
し
た
い
。

な
お
上
述
の
「
十
一
世
紀
の
酒
夏
園
闘
」
の
ほ
か
に、

「
夏
東
北
輿
契
丹
接

界
閥
」
(
一
五
八
!
?
五
九
頁
〉
、
「
夏
東
興
宋
五
路
接
界
闘
」
(
一
九
八
|
一
九

九
頁
〉
、
「
西
夏
量
域
総
闘
」
(
二
五
四
|
二
五
五
頁
)
、
西
夏
園
闘
(
四
二
頁
)

の
諸
国
と
谷
末
に
、
、中
園
語
・
日
本
語
に
よ
る
文
献
日
銀
、
人
名
索
引
、
地
名

索
引
、
民
族
名
索
引
が
つ
レ
て
い
る
。

な
お
引
用
さ
れ
る
西
夏
文
献
番
践
を
、
「
o
志
望
巾
回
目

E
5
2富
民
O
回一、
H

，

ga

ミ
4
2
S巾
℃

句

R
O
E
-
n
z
z
穴

G
言
。
『
唱
曲

e
z・
3
。
門
問
国
白
回
申
由

ω
ハ『
タ
γ
グ

l
ト

潟
本
と
刊
本
』
)
と
照
合
し
た
結
果
、
本
書
に
わ
ず
か
な
誤
植
が
あ
っ
た
。
参

考

の

た

め

掲

げ

て

お

く

。
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